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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
結
核
予
防
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
（
二
三
四
・
秋
田
中
央
保
健

所
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
用
途
地
域
に
お
け
る
建
築
の
許
可
に
係
る
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取

（
二
三
五
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
北
秋
田
地
域
振
興

局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
山
本
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
由
利
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
の
届
出
（
仙
北
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
の
届
出
（
仙
北
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
２

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
（
雄
勝
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

◯
政
治
活
動
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
又
は
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

団
体
（
四
二
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

公
安
委
員
会
告
示

◯
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
の
実
施
（
六
二
・
生

活
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

秋
田
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、

結
核
予
防
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
百
四
十
二
号
）
第
二
条
の
五

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
八
条
第
十
三

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
の
で
、

同
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
意
見
の
聴
取
の
期
日
　
平
成
十
九
年
五
月
一
日
　
午
後
一
時
三
十
分

二
　
意
見
の
聴
取
の
場
所
　
仙
北
市
角
館
町
東
勝
楽
丁
十
九

仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
　
二
階
第
四
会
議
室

三
　
許
可
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
建
築
の
計
画
　
　
　

（一）

建
築
物
の
用
途
　
展
示
場

（二）

建
築
物
の
場
所
　
仙
北
市
角
館
町
小
人
町
三
十
八
番
四

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
大
館
市
十
二
所
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の

退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
館
市
十
二
所
字
川
端
五
十
番
地
四
　
　
　
　
　
　
　
　
花
田
　
　
昭

〃
　
　
軽
井
沢
字
浦
山
三
十
五
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
成
田
　
久
義

〃
　
　
十
二
所
字
水
上
四
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
哲
芳

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
六
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
重
勇

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
百
六
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
新
裕

〃
　
　
〃
　
　
字
川
端
四
十
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
茂
勝

〃
　
　
猿
間
字
丹
内
下
五
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
定
雄

〃
　
　
〃
　
〃
　
　
　
百
四
十
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
秋
元
謙
一
郎

〃
　
　
軽
井
沢
字
浦
山
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
松
　
忠
芳

〃
　
　
道
目
木
字
屋
布
添
四
十
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
一
雄

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
八
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
貞
治

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
館
市
十
二
所
字
水
上
百
六
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
新
裕

〃
　
　
〃
　
　
字
川
端
八
十
番
地
四
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
　
賢

〃
　
　
道
目
木
字
屋
布
添
四
十
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
一
雄

〃
　
　
十
二
所
字
川
端
四
十
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
茂
勝

〃
　
　
道
目
木
字
屋
布
添
八
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
貞
治

〃
　
　
十
二
所
字
水
上
四
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
哲
芳

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
六
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
重
勇

〃
　
　
猿
間
字
丹
内
下
百
四
十
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
秋
元
謙
一
郎

〃
　
　
軽
井
沢
字
曲
谷
地
八
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
岩
雄

〃
　
　
〃
　
　
字
浦
山
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
松
　
忠
芳

〃
　
　
猿
間
字
丹
内
下
五
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
定
雄

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
館
市
十
二
所
字
川
端
八
十
番
地
四
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
　
賢

〃
　
　
道
目
木
字
屋
布
添
六
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
義
明

〃
　
　
十
二
所
字
水
上
百
二
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
　
進

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
館
市
道
目
木
字
屋
布
添
六
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
義
明

〃
　
　
十
二
所
字
川
端
十
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
嶋
　
富
雄

〃
　
　
〃
　
　
字
水
上
百
二
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
　
進

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
及
び

就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す

る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
峰
浜
土
地
改
良
区

（一）

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
八
峰
町
峰
浜
目
名
潟
字
岩
子
百
三
十
八
番
地
　
鈴
木
　
一
彦

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
水
沢
字
水
沢
七
十
八
番
地
　
　
　
阿
部
　
榮
悦

（二）

就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名
　

山
本
郡
八
峰
町
峰
浜
目
名
潟
字
岩
子
八
十
一
番
地
　
　
芹
田
　
一
夫

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
　
〃
　
　
百
九
番
地
　
　
　
鈴
木
　
末
春

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
水
沢
字
水
沢
六
十
六
番
地
四
　
　
阿
部
　
富
廣

（三）

退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
八
峰
町
峰
浜
水
沢
字
三
ッ
森
カ
ッ
チ
キ
台
二
百
三
十
番
地

福
司
　
憲
友

（四）

就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
八
峰
町
峰
浜
水
沢
字
三
ッ
森
カ
ッ
チ
キ
台
二
百
二
十
三
番
地

鈴
木
　
美
二

二
　
山
本
郡
市
川
堰
土
地
改
良
区

公
　
　
　
　
　
　
告

名
　
　
　
称

ま
こ
と
調
剤
薬
局

所
　
　
　
在
　
　
　
地

秋
田
県
潟
上
市
飯
田
川
下
虻
川

字
道
心
谷
地
４
８
│
５

指
定
年
月
日

平
成
十
九
年
三

月
二
十
九
日

告
　
　
　
　
　
　
示
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２

（一）

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

能
代
市
二
ツ
井
町
種
字
外
面
百
九
番
地
　
　
　
　
　
　
畑
山
　
永
蔵

〃
　
　
天
内
字
家
回
六
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
敬
市

（二）

就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

能
代
市
二
ツ
井
町
種
字
與
作
沢
出
口
二
十
一
番
地
三
十
六畑

山
　
幸
雄

能
代
市
天
内
字
新
山
林
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
久
敏

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
由
利
本
荘
市
鮎
川
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款

変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
四
月
九
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
県
仙
南
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退

任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
美
郷
町
飯
詰
字
藤
原
四
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
　
　
勲

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
北
平
野
豊
川
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の

就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す

る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
仙
市
豊
岡
字
向
エ
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
誠
徳

次
の
県
営
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
、
そ
の
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た

の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条

の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
稲
庭
地
区
農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業
）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
七
日

二
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
後
福
島
地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
二
日

三
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
西
の
沢
地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
八
年
十
一
月
十
四
日

秋
選
管
告
示
第
四
十
二
号

次
の
政
治
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十

四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
四
月
三
日
以
降
、

政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。
）
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
四
月
十
七
日

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
田
　
中
　
伸
　
一
　

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

一
　
政
党

政

治

団

体

の

名

称

自
由
民
主
党
羽
後
町
支
部

自
由
民
主
党
山
内
支
部

会
計
責
任
者
氏
名

和
　
泉
　
嘉
　
郎

高
　
橋
　
俊
　
英

代
表
者
氏
名

石
　
垣
　
孝
　
一

永
　
沢
　
祐
　
三

主
　
た
　
る
　
事
　
務
　
所
　
の
　
所
　
在
　
地

雄
勝
郡
羽
後
町
中
仙
道
字
堀
内
二
百
三
十
四

横
手
市
山
内
土
渕
字
岩
瀬
九
十
四
―
十
二

一
　
資
金
管
理
団
体

政

治

団

体

の

名

称

秋
田
県
政
治
経
済
研
究
会

秋
田
地
域
計
画
研
究
会

伊
藤
晴
敏
後
援
会

寿
松
木
孝
後
援
会

ネ
ク
ス
ト
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
研
究
会

若
林
徹
後
援
会

渡
辺
ま
さ
ふ
み
後
援
会

会
計
責
任
者
氏
名

川
　
崎
　
　
　
繁

高
　
橋
　
信
太
郎

加
　
藤
　
松
　
男

大
日
向
　
喜
美
男

大
　
野
　
拓
　
夫

佐
　
藤
　
幹
　
夫

渡
　
辺
　
敏
　
江

代
表
者
氏
名

谷
　
藤
　
昌
　
二

石
　
塚
　
　
　
柏

伊
　
藤
　
晴
　
敏

寿
松
木
　
　
　
孝

佐
々
木
　
重
　
人

若
　
林
　
　
　
徹

渡
　
辺
　
正
　
史

主
　
た
　
る
　
事
　
務
　
所
　
の
　
所
　
在
　
地

横
手
市
増
田
町
増
田
字
上
町
七
十
五

大
仙
市
泉
町
八
―
二
十
八

大
仙
市
刈
和
野
字
小
野
二
十
三

横
手
市
大
雄
字
田
根
森
四
十
一
―
四

南
秋
田
郡
五
城
目
町
字
神
明
前
六
十
七
―
七

由
利
本
荘
市
御
門
二
百
六
十
二
―
二

由
利
本
荘
市
赤
沼
下
百
八
十
二
―
二
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若
林
徹
後
援
会

渡
辺
ま
さ
ふ
み
後
援
会

佐
　
藤
　
幹
　
夫

渡
　
辺
　
敏
　
江

若
　
林
　
　
　
徹

渡
　
辺
　
正
　
史

由
利
本
荘
市
御
門
二
百
六
十
二
―
二

由
利
本
荘
市
赤
沼
下
百
八
十
二
―
二

三
　
そ
の
他
の
政
治
団
体

政

治

団

体

の

名

称

秋
田
県
興
行
組
合
政
治
連
盟

い
き
い
き
郷
土
を
め
ざ
す
会

石
塚
か
し
わ
後
援
会

え
ち
ご
貞
勝
後
援
会

大
部
隆
一
後
援
会

梶
原
直
後
援
会

萱
森
真
雄
後
援
会

熊
谷
よ
し
ひ
ろ
後
援
会

栗
谷
秀
宣
後
援
会

佐
々
木
善
一
後
援
会

佐
々
木
一
志
後
援
会

信
田
勇
一
後
援
会

「
市
民
が
つ
く
る
市
民
の
た
め
の
潟
上
ネ
ッ

ト
」
中
川
光
博
後
援
会

白
神
の
里
町
づ
く
り
研
究
会

た
か
や
ま
昭
信
後
援
会

谷
藤
昌
二
後
援
会

千
葉
養
一
後
援
会

月
居
博
明
後
援
会

会
計
責
任
者
氏
名

小
　
西
　
由
紀
子

草
　
薙
　
幸
　
隆

高
　
橋
　
信
太
郎

越
　
後
　
洋
　
子

大
　
部
　
佐
智
子

梶
　
原
　
昭
　
裕

山
　
石
　
一
　
寿

熊
　
谷
　
新
　
吉

菅
　
　
　
篤
　
司

高
　
橋
　
　
　
稔

佐
々
木
　
哲
　
夫

草
　
薙
　
幸
　
隆

泉
　
　
　
京
　
子

佐
　
藤
　
牧
　
夫

a

山
　
良
　
一

和
　
泉
　
二
　
郎

千
　
葉
　
チ
サ
子

杉
　
田
　
　
　
亮

代
表
者
氏
名

山
　
口
　
昌
　
典

信
　
田
　
勇
　
一

榊
　
田
　
　
　
進

秋
　
山
　
勝
　
雄

高
　
橋
　
幸
　
一

村
　
上
　
正
　
亀

萱
　
森
　
真
　
雄

林
　
　
　
永
　
一

佐
々
木
　
義
　
広

佐
々
木
　
康
　
弘

小
　
林
　
恵
　
一

信
　
田
　
和
　
己

澤
　
木
　
　
　
勉

佐
　
藤
　
牧
　
夫

斎
　
藤
　
忠
　
吾

柿
　
崎
　
琢
　
治

大
　
平
　
　
　
勝

庄
　
司
　
松
　
雄

主
　
た
　
る
　
事
　
務
　
所
　
の
　
所
　
在
　
地

秋
田
市
南
通
亀
の
町
四
―
三
十
九

大
仙
市
豊
岡
字
谷
地
三
十
一

大
仙
市
佐
野
町
八
―
二

男
鹿
市
船
川
港
本
山
門
前
字
垂
水
二
十
九
―
四

横
手
市
蛇
ノ
崎
町
八
―
二
十
八

由
利
本
荘
市
鳥
海
町
上
直
根
字
堰
ノ
上
六
十
五

横
手
市
上
境
字
館
七
十
四

仙
北
市
角
館
町
岩
瀬
百
九
十
一
―
一

横
手
市
大
雄
字
宮
小
路
五
十
三

横
手
市
雄
物
川
町
深
井
字
深
井
七
十
六

横
手
市
平
鹿
町
浅
舞
字
福
田
三
百

大
仙
市
豊
岡
字
谷
地
三
十
一

潟
上
市
天
王
字
北
野
二
百
二
十
三
―
二
百
九

能
代
市
二
ツ
井
町
字
比
井
野
三
十
八
　
ひ
い
の
ハ
イ
ツ
２
０
２
号

横
手
市
十
文
字
町
上
鍋
倉
字
掵
大
道
西
十
四
―
二

横
手
市
増
田
町
増
田
字
上
町
三
十
五
―
一

鹿
角
郡
小
坂
町
小
坂
鉱
山
字
尾
樽
部
三
十
八

北
秋
田
市
阿
仁
水
無
字
大
町
百
四
十
三
―
六
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た
か
や
ま
昭
信
後
援
会

谷
藤
昌
二
後
援
会

千
葉
養
一
後
援
会

月
居
博
明
後
援
会

辻
谷
久
晃
後
援
会

尾
留
川
俊
一
後
援
会

藤
谷
一
誠
後
援
会

船
橋
金
弘
後
援
会

皆
川
ふ
み
と
し
後
援
会

柳
舘
一
郎
を
励
ま
す
会

a

山
　
良
　
一

和
　
泉
　
二
　
郎

千
　
葉
　
チ
サ
子

杉
　
田
　
　
　
亮

菅
　
原
　
　
　
勤

佐
々
木
　
与
一
郎

藤
　
谷
　
由
美
子

鈴
　
木
　
正
　
美

今
　
　
　
　
　
廣

柳
　
舘
　
藤
一
郎

斎
　
藤
　
忠
　
吾

柿
　
崎
　
琢
　
治

大
　
平
　
　
　
勝

庄
　
司
　
松
　
雄

菅
　
原
　
悠
　
一

打
　
矢
　
賢
　
一

竹
　
内
　
　
　
勉

鈴
　
木
　
孫
　
城

川
　
尻
　
　
　
清

阿
　
部
　
秀
　
夫

横
手
市
十
文
字
町
上
鍋
倉
字
掵
大
道
西
十
四
―
二

横
手
市
増
田
町
増
田
字
上
町
三
十
五
―
一

鹿
角
郡
小
坂
町
小
坂
鉱
山
字
尾
樽
部
三
十
八

北
秋
田
市
阿
仁
水
無
字
大
町
百
四
十
三
―
六

仙
北
市
角
館
町
八
割
西
ケ
沢
百
十
三

由
利
本
荘
市
本
田
仲
町
三
十

大
仙
市
大
曲
須
和
町
一
丁
目
一
―
二
十
六

男
鹿
市
福
川
字
起
上
ケ
百
五

湯
沢
市
北
荒
町
一
―
八

鹿
角
市
十
和
田
草
木
字
大
畑
平
四
―
四

秋
田
県
公
安
委
員
会
告
示
第
6
2
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
3
3
年
法
律
第
６
号
）
第
５
条
の
３

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
を
実

施
す
る
の
で
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
3
3
年
政
令
第

3
3
号
）
第
５
条
の
８
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

平
成
1
9
年
４
月
1
7
日秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
大
　
渕
　
宏
　
道
　

１
　
実
施
年
月
日

平
成
1
9
年
５
月
2
5
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
3
0
分
ま
で

２
　
実
施
場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
１
番
５
号
　
秋
田
県
警
察
本
部
３
階
第
３
会
議
室

３
　
講
習
科
目
及
び
講
習
時
間
数

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
所
持
に
関
す
る
法
令
並
び
に
猟
銃
及
び
空
気
銃
の

使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
５
時
間
実
施
す
る
。

４
　
受
講
定
員

3
0
人

５
　
受
講
申
込
み
に
必
要
な
書
類

（
１
）
受
講
申
込
書
　
２
通

（
２
）
写
真
　
２
枚

写
真
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
す
る
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、

無
背
景
の
顔
写
真
で
、
大
き
さ
が
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
も
の
と

す
る
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
、
受
け
付
け
な
い
。

６
　
受
講
申
込
み
等

（
１
）
申
込
み
用
紙
の
交
付

各
受
付
場
所
に
お
い
て
交
付
す
る
。

（
２
）
受
付
期
間

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
（
国
民
の
休
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

2
3
年
法
律
第
1
7
8
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。
）
を
除
き
、

平
成
1
9
年
４
月
1
7
日
（
火
）
か
ら
５
月
2
1
日
（
月
）
ま
で
の
午
前
８

時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
た
だ
し
、
定
員
3
0
人
で
締
め
切
る
。

（
３
）
受
付
場
所

住
所
地
を
管
轄
す
る
県
内
の
各
警
察
署

７
　
講
習
手
数
料

6
,8
0
0
円

受
講
申
込
書
を
提
出
す
る
際
、
秋
田
県
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

８
　
そ
の
他

（
１
）
講
習
終
了
後
考
査
を
行
い
、
講
習
に
係
る
事
項
を
修
得
し
た
と
認
め

ら
れ
る
者
に
対
し
、
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

（
２
）
講
習
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
、
秋
田
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活

環
境
課
危
険
物
対
策
係
（
電
話
0
1
8
-8
6
3
-1
1
1
1
内
線
3
1
6
8
）
又
は

県
内
の
各
警
察
署
生
活
安
全
係
（
秋
田
中
央
警
察
署
に
あ
っ
て
は
生
活

環
境
係
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

公

安

委

員

会

告

示

古紙配合率100％

発

行

者

秋
　
　
田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）
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